
■研究の背景
沿岸漁業において、定置網で使用される漁網の位置を確認することが、災害時の漁網切断による

漂流の追跡や、航行の安全確保、持続可能な漁業を実現するために必要不可欠です。昼夜や天候
を問わず広域で漁網の位置を確認することは可視光による観測では難しいため、Ｃバンドなどの
電磁波を用いて上空から観測を行えるSAR衛星（合成開口レーダ搭載衛星）の活用が有効ですが、
漁網は電波を反射しないためSAR衛星での観測が難しい問題がありました。

本研究では、漁網を固定する浮力体（フロート）の内部に再帰反射構造を取り付け、SAR衛星
で漁網の位置を観測するための技術開発を行っています。

■研究の要点
１．コーナーリフレクタと、ルネベルグレンズの２種類の再帰反射構造の開発
２．3Dプリンタを活用したルネベルグレンズの製作

■研究の成果
１．電磁界シミュレーションを用いて、コーナーリフレクタとルネベルグレンズの設計・解析を

行いました。
２．3Dプリンタを用いて、直径30cmの大型ルネベルグレンズを製作しました。
３．電波反射漁業用浮力体について特許を出願しました。（特願2021－025968）
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SAR衛星で観測可能な海上浮力体の開発
Development of Marine Buoyant that can be Observed by SAR Satellites
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３層ルネベルグレンズ

再帰反射構造を搭載した浮力体 （カッティングモデル）
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